
8-5-1-1 

8-5 人と自然との触れ合い 

8-5-1 景観 

(1) 調査 

 1) 調査の基本的な手法 

調査項目 調査手法及び調査地域等 

・主要な眺望点及び日
常的な視点場の状況 

 
・景観資源の状況 
 
・主要な眺望景観及び

日常的な視点場から
の景観の状況 

文献調査：景観関連の文献、資料を収集し整理した。また、文献調査を
補完するために、関係自治体及び各施設の管理者等へのヒア
リングを行うとともに必要に応じて現地踏査を行った。 

 
現地調査：主要な眺望点及び日常的な視点場において調査を行った。 
 
調査地域：対象事業実施区域及びその周囲の内、地表式又は掘割式、高

架橋、橋梁、地上駅、変電施設、保守基地を対象に鉄道施設
の存在に係る景観への影響が生じるおそれがあると認められ
る地域とした。 

 
調査地点：調査地域の内、主要な眺望点及び景観資源の分布状況を考慮

し、主要な眺望景観に変化が生じると想定される地点とした。
また、日常的な視点場については、土地利用の状況、周辺の
山地等の景観に係る地域特性を踏まえ、その景観に変化が生
じると想定される地点とした。 

 
調査期間：主要な眺望点及び日常的な視点場の状況を踏まえ、一年間に

おける適切な時期とした。 
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 2) 調査結果 

 ア．主要な眺望点及び日常的な視点場の状況 

主要な眺望点及び日常的な視点場の状況を表 8-5-1-1 及び表 8-5-1-2 に示す。 

 

表 8-5-1-1 主要な眺望点の状況 

名称(所在地) 
主要な眺望点と鉄道施設

との位置関係 
主要な眺望点の状況 

八代ふるさと公園
(笛吹市) 

高架橋、橋梁 
水平距離約 900m 

御坂山地と甲府盆地の交わる丘陵地に位置する公
園内の地点である。整備された園内には山梨県屈指
の古墳を有する｢古墳広場｣や｢桜の森｣、｢親水広場｣
等が点在し、歴史を知り自然と親しむゾーンで構成
されている。 

坊ヶ峯(笛吹市) 
高架橋、橋梁 

水平距離約 300m 
御坂山地の北側の縁に位置する坊ヶ峯山頂の地点
である。展望台として整備されている。 

境川ＰＡ 
(笛吹市) 

高架橋、橋梁 
水平距離約 100m 

中央自動車道境川 PA(上り線)内の地点である。展
望台として整備されている。 

小瀬スポーツ公園
(甲府市) 

高架橋、橋梁 
水平距離約 1,800m 

甲府盆地の中心に位置する公園内の地点である。複
合スポーツ施設であり、陸上競技場、プール等が整
備されている。四季を通じて様々なイベントが催さ
れている。 

曽根丘陵公園 
(甲府市) 

高架橋、橋梁 
水平距離約 1,500m 

御坂山地の北側の縁に位置する丘陵地の公園内の
地点である。多目的公園であり、弥生時代、古墳時
代等の考古遺跡のほか、考古博物館、研修施設、遊
具広場等が整備されている。 

玉穂ふるさとふれ
あい広場 
(中央市) 

高架橋、橋梁 
水平距離約 200m 

甲府盆地南側に位置する公園内の地点である。グラ
ンド、ゲートボール場、遊具等が整備されており、
幅広い年齢層に利用されている。 

山伏川の桜並木 
(昭和町) 

高架橋、橋梁 
水平距離約 2,000m 

甲府盆地内を流れる山伏川沿いに位置する地点で
ある。桜並木が植えられており、桜と富士山を一望
できる景観が見物される。 

ふるさと公園 
釜無川左岸堤防上

(中央市) 

橋梁 
水平距離約 200m 

釜無川左岸堤防上に位置し、ふるさと公園に隣接す
る地点である。ふるさと公園には遊具等が整備さ
れ、釜無川と常永川の合流地点にある「水辺の楽校」
と一帯となっている。 

釜無川右岸堤防上 
(南アルプス市) 

橋梁  
水平距離約 400m 

釜無川右岸堤防上に位置する地点である。釜無川沿
いにサイクリングロードが整備されている。 

塚原山フルーツ農
場(南アルプス市) 

高架橋、橋梁 
 水平距離約 2,000m 

甲府盆地西部の市之瀬台地の斜面に位置する農園
脇の地点である。初夏から秋にかけてフルーツ狩り
観光に利用されている。 

殿原スポーツ公園
(富士川町) 

高架橋、橋梁  
水平距離約 200m 

南アルプスの前衛となる櫛形山山地の東側の縁に
位置する公園内の地点である。野球場・ソフトボー
ル場、弓道場、テニス場が整備されている。 

大法師公園 
(富士川町) 

高架橋、橋梁 
 水平距離約 1,100m 

南アルプスの前衛となる櫛形山山地の東側の縁に
位置する公園内の地点である。山梨県を代表する桜
の名所であり、開花期の「大法師さくら祭り」が有
名である。 

ダイヤモンド富士
撮影ポイント 
(富士川町) 

高架橋 
水平距離約 1,000m 

南アルプスの前衛となる櫛形山山地の東側の斜面
を通る道路沿いの地点である。関東富士見百景の一
つであり、冬至前後には、ダイヤモンド富士の撮影
のために、多くの人が集まる。 

青崖トンネル出入
り口(早川町) 

橋梁  
水平距離約 200m 

県道 37 号(南アルプス公園線)の青崖トンネル北側
坑口に位置する地点である。景観資源である早川渓
谷の山地景観を望むことができる。 
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表 8-5-1-2 日常的な視点場の状況 

名称(所在地) 
日常的な視点場と鉄道施設

との位置関係 
日常的な視点場の状況 

安寺沢集落内 
(上野原市) 

橋梁  
水平距離約 200m 

安寺沢集落内の道路上の地点である。主に集落
内の住民の日常的な利用がある。 

小形山集落内 
(都留市) 

保守基地 
水平距離約 100m 

小形山集落内の道路上の地点である。主に集落
内の住民の日常的な利用がある。 

三椚、石橋集落内 
(笛吹市) 

高架橋  
水平距離約 200m 

境川総合会館前のグラウンド内の地点である。
周辺住民を中心に、境川総合会館及びグラウン
ドの利用がある。 

中道橋 
(甲府市) 

橋梁  
水平距離約 500m 

県道 113 号と笛吹川が交差する中道橋上の地点
である。周辺住民を中心に、主に通過車両及び
歩行者による県道 113 号の利用がある。 

笛吹ライン 
(甲府市) 

橋梁  
水平距離約 200m 

国道 140 号(笛吹ライン)の甲府市立中道北小学
校前の地点である。周辺住民を中心に、主に通
過車両による国道 140 号(笛吹ライン)の利用が
ある。 

小曲町集落内 
(甲府市) 

橋梁  
水平距離約 500m 

小曲町集落内の蛭沢川沿いのゴンズ橋上の地点
である。主に集落内の住民の日常的な利用があ
る。 

平和通り 
(甲府市) 

橋梁  
水平距離約 200m 

国道 358 号(平和通り)の南部工業団地交差点北
側の地点である。周辺住民を中心に、主に通過
車両による国道 358 号(平和通り)の利用があ
る。 

上成島区公会堂 
(中央市) 

高架橋、橋梁、保守基地 
水平距離約 100m 

上成島地区公会堂前の地点である。周辺住民の
日常的な利用がある。 

上三條集落内 
(中央市) 

高架橋  
水平距離約 200m 

上三條集落内の御崎神社脇のゲートボール場内
の地点である。主に集落内の住民の日常的な利
用がある。 

県道 3 号 
(中央市) 

高架橋  
水平距離約 100mm 

県道 3 号の妙泉寺脇の地点である。周辺住民を
中心に、主に通過車両や歩行者による県道 3 号
の利用がある。 

県道 3 号(昭和通
り)(中央市) 

高架橋、橋梁  
水平距離約 300m 

県道 3 号(昭和通)の市民体育館入り口交差点付
近の地点である。周辺住民を中心に、主に通過
車両による県道 3 号(昭和通)の利用がある。 

若草田園地帯 
(南アルプス市) 

高架橋、橋梁  
水平距離約 700m 

若草集落内の田畑に囲まれた側道上の地点であ
る。主に集落内の住民の日常的な利用がある。

安藤家住宅 
(南アルプス市) 

高架橋、橋梁  
水平距離約 500m 

国指定文化財である安藤家住宅敷地内の地点で
ある。安藤家住宅は公開されており、周辺住民
や観光客の利用がある。 

田島集落内 
(南アルプス市) 

高架橋、橋梁  
水平距離約 300m 

田島集落内の滝沢川沿いの地点である。主に集
落内の住民の日常的な利用がある。 

国道 52 号(中部横
断道) 

(南アルプス市) 

高架橋、橋梁  
水平距離約 200m 

国道 52 号の甲西中学校東交差点付近の歩道橋
上の地点である。周辺住民を中心に、通過車両
による国道 52 号や歩行者による歩道橋の利用
がある。 

旧国道 52 号 
(南アルプス市) 

橋梁  
水平距離約 100m 

旧国道 52 号の甲西工業団地交差点付近の地点
である。周辺住民を中心に、通過車両による旧
国道 52 号の利用がある。 

荊沢集落内 
(南アルプス市) 

高架橋、橋梁  
水平距離約 300m 

荊原集落内の坪川沿いの芦原南橋上の地点であ
る。主に集落内の住民の日常的な利用がある。

利根川公園 
(富士川町) 

高架橋、橋梁  
水平距離約 100m 

利根川公園の駐車場の地点である。周辺住民を
中心に、利根川公園の利用がある。 

増穂小 
(富士川町) 

高架橋、橋梁  
水平距離約 600m 

県指定文化財の旧舂米学校に隣接する増穂小学
校前の地点である。旧舂米学校は民俗資料館と
なっている。周辺住民を中心に利用がある。 
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 イ．景観資源の状況 

景観資源の状況を表 8-5-1-3 に示す。 
 

表 8-5-1-3 景観資源の状況 

名称 区分 景観資源特性 

市之瀬台地 高原 

「日本の自然景観」(平成元年 9 月、環境庁)において、「山地(非火山
性景観)非火山性高原」として選定されている高原である。南アルプス
の前衛となる櫛形山地の東端にあたり、甲府盆地との境界部に位置す
る。斜面を利用した果樹園が多く広がるが、現在は宅地としての造成
も進んでいる。 

八ヶ岳・秩父山
系 

山岳 

赤岳を主峰に南北 30 ㎞にわたって標高 2,000m 級の峰が連なる火山群
である八ヶ岳と、プレート活動により隆起した金峰山から大菩薩連嶺
までの一帯を含めた山系である。八ヶ岳は八ヶ岳中信高原国定公園に
指定され、秩父山系は秩父多摩甲斐国立公園に指定されている。 

南アルプス山系 山岳 

仙丈ケ岳、塩見岳、北岳、赤石岳等日本の代表的な山岳を連ねる。北
アルプスと比較して新しく隆起した山であるため、浸食が進んでおら
ず、なだらかな山容となっており、南アルプス国立公園に指定されて
いる。また、この前衛にあたる櫛形山山地を含めて、景観資源を構成
している。 

笛吹川 河川 
山梨県北部の甲武信ヶ岳、国師ヶ岳を水源にもつ一級河川富士川の支
流である。笛吹川流域の扇状地にはブドウ等の果樹栽培が盛んであり、
甲府盆地の南東側を流下しながら釜無川と合流し富士川となる。 

御坂山地 山地 
山梨県南部に位置し、甲府盆地と富士山北麓との間に連なる山地であ
る。東西に高川山、黒岳、御坂峠が甲府盆地と郡内地方を結ぶ。甲府
盆地を構成する山系の一つである。 

富士山 山岳 
山梨県と静岡県境に位置する日本最高峰の独立峰である。円錐形の山
体は噴火を繰り返してきた成層火山特有の形状であり、日本有数の景
観資源である。 

釜無川 河川 
山梨県と長野県の県境に位置する鋸岳を水源に持つ一級河川富士川の
支流である。甲府盆地の北西側を流下しながら笛吹川と合流して富士
川となる。 

早川渓谷 河川 

南アルプスを源流に持つ早川が、凝灰角礫岩を浸食することにより作
った渓谷である。「日本の自然景観」(平成元年 9 月、環境庁)において、
「峡谷・渓谷」として選定されている。秋には渓谷を染める紅葉が景
観資源となる。 

糸魚川―静岡 
構造線 

山岳 

「日本の自然景観」(平成元年 9 月、環境庁)において、「山地(非火山
性景観)大断層崖(中地形)」として選定されている断層である。断層は、
早川沿いに分布し、一部は露頭し、地質構造が確認される。特に、新
倉の糸魚川―静岡構造線は国指定史跡名勝天然記念物となっている。
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 ウ．主要な眺望景観及び日常的な視点場からの景観の状況 

主要な眺望点からの眺望景観及び日常的な視点場からの景観を表 8-5-1-4 及び表 

8-5-1-5 に示す。 

 

表 8-5-1-4 主要な眺望景観の状況 

地 域 
主要な眺望

点 
主要な眺望景観の状況 

視認できる景観
資源 

視対象となる
鉄道施設 

笛吹市 

八代ふるさ
と公園(盃塚
古墳) 

眺望点からは、市之瀬台地、南ア
ルプス山系、笛吹川を眺望できる。
また、果樹園を手前に視認できる。

市之瀬台地、南
アルプス山系、
笛吹川 

高架橋、橋梁 

坊ヶ峯(西方
向) 

眺望点からは、市之瀬台地、南ア
ルプス山系、笛吹川を眺望できる。
また、中央自動車道を手前に眺望
できる。 

市之瀬台地、南
アルプス山系、
笛吹川 

高架橋、橋梁 

境川ＰＡ(上
り線) 

眺望点からは、南アルプス山系、
八ヶ岳・秩父山系、笛吹川を眺望
できる。 

南アルプス山
系、八ヶ岳・秩
父山系、笛吹川 

高架橋、橋梁 

甲府市 

小瀬スポー
ツ公園 

眺望点からは、御坂山地を眺望で
きる。また、公園内を流れる蛙沢
川及び川沿いの桜並木を手前に視
認できる。 

御坂山地 高架橋、橋梁 

曽根丘陵公
園(西～北方
向) 

眺望点からは、南アルプス山系、
八ヶ岳・秩父山系、笛吹川を眺望
できる。また、住宅地を手前に視
認できる。 

南アルプス山
系、八ヶ岳・秩
父山系、笛吹川 

高架橋、橋梁 

中央市 
玉穂ふるさ
とふれあい
広場 

眺望点からは、八ヶ岳・秩父山系
を眺望できる。また、成島地区の
住宅や水田等を手前に視認でき
る。 

八ヶ岳・秩父山
系 

高架橋、橋梁 

昭和町 
山伏川の桜
並木 

眺望点からは、御坂山地及びその
奥に富士山を眺望できる。また、
山伏川沿いの桜並木及び水田を手
前に視認できる。 

御坂山地､富士
山 

高架橋、橋梁 

中央市 

ふるさと公
園  釜無川
左岸堤防上
(西方向) 

眺望点からは、市之瀬台地、南ア
ルプス山系を眺望できる。また、
釜無川を手前に視認できる。 

市之瀬台地、南
アルプス山系､
釜無川 

橋梁 

南 ア ル
プス市 

釜無川右岸
堤防上 

眺望点からは、御坂山地及びその
奥に富士山を眺望できる。また、
釜無川を手前に視認できる。 

御坂山地､富士
山､釜無川 

橋梁 

塚原山フル
ーツ農場 

眺望点からは、御坂山地及びその
奥に富士山を眺望できる。 

御坂山地､富士
山 

高架橋、橋梁 

富 士 川
町 

殿原スポー
ツ公園 

眺望点からは、御坂山地を眺望で
きる。 

御坂山地 高架橋、橋梁 

大法師公園 

眺望点からは、市之瀬台地、八ヶ
岳・秩父山系を眺望できる。また、
公園内の桜及び芝生を手前に視認
できる。 

市之瀬台地､八
ヶ岳・秩父山系 

高架橋、橋梁 

ダイヤモン
ド富士撮影
ポイント 

眺望点からは、山並みの奥に富士
山を眺望できる。 

富士山 高架橋 

早川町 
青崖トンネ
ル出入り口
(北側) 

眺望点からは、早川渓谷を眺望で
きる。 

早川渓谷 橋梁 
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表 8-5-1-5 日常的な視点場からの景観の状況 

地 域 日常的な視点場 日常的な視点場からの景観の状況 
視対象となる

鉄道施設 

上野原市 安寺沢集落内 
視点場からは、谷筋沿いに周辺の山林の斜面
樹林等を視認できる。 

橋梁 

都留市 小形山集落内 
視点場からは、谷沿いの道路及びその周囲の
樹木、また、その奥に、斜面の山林等を眺望
できる。 

保守基地 

笛吹市 
三椚、石橋集落
内 

視点場からは、坊ヶ峯、グラウンド及び住宅
等を視認できる。 

高架橋 

甲府市 

中道橋 
視点場からは、中央自動車道及び笛吹川、住
宅等が視認できる。 

橋梁 

笛吹ライン 
視点場からは、中央自動車道、笛吹川及び県
道 139 号を視認できる。 

橋梁 

小曲町集落内 
視点場からは、小曲町集落内の田園地帯、イ
チゴ農園及び住宅地等を視認できる。 

橋梁 

平和通り 
視点場からは、国道 358 号を中心にその沿道
の並木及び建物等を視認できる。 

橋梁 

中央市 

上成島区公会堂 
視点場からは、新山梨環状道路及び水田・畑
地を視認できる。 

高架橋、橋梁、
保守基地 

上三條集落内 
視点場からは、新山梨環状道路及び水田・畑
地を視認できる。 

高架橋 

県道 3 号 
視点場からは、新山梨環状道路、県道 3 号及
び道路沿いの住宅等を視認できる。 

高架橋 

県道 3 号(昭和
通り) 

視点場からは、新山梨環状道路、県道 3 号(昭
和通り)、常永川河川敷及び市民体育館等を
視認できる。 

高架橋、橋梁

南アルプ
ス市 

若草田園地帯 視点場からは、田園地帯を視認できる。 高架橋、橋梁

安藤家住宅 
視点場からは、県指定文化財である安藤家住
宅を視認できる。 

高架橋、橋梁

田島集落内 
視点場からは、滝沢川及び河川沿いの住宅等
を視認できる。 

高架橋、橋梁

国道 52 号(中部
横断自動車道) 

視点場からは、国道 52 号及び中部横断自動
車道を視認できる。 

高架橋、橋梁

旧国道 52 号 
視点場からは、旧国道 52 号及び道路沿いの
住宅等を視認できる。 

橋梁 

荊沢集落内 
視点場からは、坪川及び河川沿いの住宅等を
視認できる。 

高架橋、橋梁

富士川町 
利根川公園 

視点場からは、公園内の駐車場及び体育館等
を視認できる。 

高架橋、橋梁

増穂小 
視点場からは、旧舂米学校、増穂小学校の校
門、周辺の住宅、道路等を視認できる。 

高架橋、橋梁
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(2) 予測及び評価 

 1) 鉄道施設（地表式又は掘割式、嵩上式、駅、変電施設、保守基地）の存在 

 ア．予測項目等 

予測項目 予測手法及び予測地域等 

・鉄道施設の存在に係る
景観への影響 

予測手法： 
①主要な眺望点及び日常的な視点場並びに景観資源の改変： 

主要な眺望点並びに景観資源と鉄道施設が存在する区域を重ね合わ
せ、図上解析することにより、改変の位置及び程度を予測した。 

②主要な眺望景観及び日常的な視点場からの景観の変化： 
主要な眺望景観について、フォトモンタージュ法を用いてその変化
の程度を予測した。 
 

予測地域：鉄道施設の存在に係る景観等への影響が生じるおそれがあ
ると認められる地域として、調査地域と同様とした。 

 
予測地点： 
①主要な眺望点及び日常的な視点場並びに景観資源の改変： 

主要な眺望点及び日常的な視点場並びに景観資源の改変が生じるお
それがある地点とした。 

②主要な眺望景観及び日常的な視点場からの変化： 
鉄道施設の存在に係る景観への影響を適切に予測することができる
地点とした。 
 

予測時期：鉄道施設の完成時とした。 

 

  ｱ) 予測結果 

  a) 主要な眺望点及び日常的な視点場並びに景観資源の改変 

主要な眺望点及び日常的な視点場並びに景観資源の改変の予測結果を表 8-5-1-6、表 

8-5-1-7 及び表 8-5-1-8 に示す。 

 

表 8-5-1-6 主要な眺望点の改変の状況 

名称 
（所在地） 

改変の程度 改変の状況 

ふるさと公園 釜無川左
岸堤防上（中央市） 

一部改変 
主要な眺望点の改変割合は、ごくわずかであり、主要
な眺望点の価値を大きく損なうものではないと予測
する。 

     

表 8-5-1-7 日常的な視点場の改変の状況 

名称 
（所在地） 

改変の程度 改変の状況 

利根川公園（富士川町） 一部改変 
日常的な視点場の改変割合は、ごくわずかであり、日
常的な視点場の価値を大きく損なうものではないと
予測する。 
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表 8-5-1-8 景観資源の改変の状況 

名称 改変の程度 改変の状況 

笛吹川 一部改変 

景観資源である笛吹川の一部が改変されるものの、本
事業の実施による景観資源の改変はごくわずかであ
り、景観資源の価値を大きく損なうものではないと予
測する。 

釜無川 一部改変 

景観資源である釜無川の一部が改変されるものの、本
事業の実施による景観資源の改変はごくわずかであ
り、景観資源の価値を大きく損なうものではないと予
測する。 

早川渓谷 一部改変 

景観資源である早川渓谷の一部が改変されるものの、
本事業の実施による景観資源の改変はごくわずかで
あり、景観資源の価値を大きく損なうものではないと
予測する。 
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  b) 主要な眺望景観及び日常的な視点場からの景観の変化 

主要な眺望景観及び日常的な視点場からの景観の変化の予測結果を図 8-5-1-1 及び図 

8-5-1-2 に示す。 

 

主要な眺望点 八代ふるさと公園(盃塚古墳) 

景観資源 市之瀬台地、南アルプス山系、笛吹川 

現況 

撮影時期：平成 24 年 5 月

 

完成後のイメージ 

 本眺望景観は、主要な眺望点から西方向を望んでおり、市之瀬台地、南アルプス山系、笛吹川
を眺望できる。また、果樹園を手前に視認できる。 

本事業の実施により、中央左手に鉄道施設(高架橋、橋梁)を眺望できるようになる。 
景観資源である笛吹川と交差するが眺望景観の変化は小さい。その他の景観資源については、

眺望景観に変化は生じない。また、スカイラインの分断はない。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わるが、眺望景観の変化の程度は小さいため、供用

時における眺望景観に与える影響は小さいと予測する。 

図 8-5-1-1(1) 主要な眺望景観の変化の予測結果  

鉄道施設 
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主要な眺望点 坊ヶ峯(西方向) 

景観資源 市之瀬台地、南アルプス山系、笛吹川 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

 

本眺望景観は、主要な眺望点から北西方向を望んでおり、市之瀬台地、南アルプス山系、笛吹
川を眺望できる。また、中央自動車道を手前に眺望できる。 

本事業の実施により、中央部から左手に向かって鉄道施設(高架橋、橋梁)を眺望できるように
なる。 

景観資源に対する眺望景観に変化は生じず、スカイラインの分断は無い。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わるが、眺望景観の変化の程度は小さいため、供用

時における眺望景観に与える影響は小さいと予測する。 

図 8-5-1-1(2) 主要な眺望景観の変化の予測結果 
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主要な眺望点 境川ＰＡ(上り線) 

景観資源 南アルプス山系、八ヶ岳・秩父山系、笛吹川 

現況 

撮影時期：平成 24 年 11 月

完成後のイメージ 

本眺望景観は、主要な眺望点から西方向を望んでおり、南アルプス山系、八ヶ岳・秩父山系、
笛吹川を眺望できる。 

本事業の実施により、近景に鉄道施設(高架橋、橋梁)を視認できるようになる。 
鉄道施設(高架橋、橋梁)が近景として視認できるようになるが、煩雑性の軽減を図ったディテ

ィールの工夫や橋梁と高架橋のデザイン的統合等により、景観資源との調和が図られている。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ

ていると予測する。 

図 8-5-1-1(3) 主要な眺望景観の変化の予測結果  
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主要な眺望点 小瀬スポーツ公園 

景観資源 御坂山地 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 4 月

完成後のイメージ 

 

 本眺望景観は、主要な眺望点から南方向を望んでおり、御坂山地を眺望できる。また、公園内
を流れる蛙沢川及び川沿いの桜並木を手前に眺望できる。 

本事業の実施により、桜並木の奥に鉄道施設(高架橋、橋梁)を眺望できるようになる。 
景観資源に対する眺望景観に変化は生じず、スカイラインの分断は無い。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わるが、眺望景観の変化の程度は小さいため、供用

時における眺望景観に与える影響は小さいと予測する。 

図 8-5-1-1(4) 主要な眺望景観の変化の予測結果 
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主要な眺望点 曽根丘陵公園(西～北方向) 

景観資源 南アルプス山系、八ヶ岳・秩父山系、笛吹川 

現況 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

本眺望景観は、主要な眺望点から北西方向を望んでおり、南アルプス山系、八ヶ岳・秩父山系、
笛吹川を眺望できる。また、住宅地を手前に視認できる。 

本事業の実施により、住宅地奥に鉄道施設(高架橋、橋梁)を眺望できるようになる。 
景観資源に対する眺望景観に変化は生じず、スカイラインの分断は無い。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わるが、眺望景観の変化の程度は小さいため、供用

時における眺望景観に与える影響は小さいと予測する。 

図 8-5-1-1(5) 主要な眺望景観の変化の予測結果 
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主要な眺望点 玉穂ふるさとふれあい広場 

景観資源 八ヶ岳・秩父山系 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

 

 本眺望景観は、主要な眺望点から北方向を望んでおり、八ヶ岳・秩父山系を眺望できる。また、
成島地区の住宅や水田等を手前に視認できる。 

本事業の実施により、鉄道施設(高架橋、橋梁)を眺望できるようになる。 
景観資源に対する眺望景観に変化は生じず、スカイラインの分断は無い。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わるが、眺望景観の変化の程度は小さいため、供用

時における眺望景観に与える影響は小さいと予測する。 

図 8-5-1-1(6) 主要な眺望景観の変化の予測結果 
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主要な眺望点 山伏川の桜並木 

景観資源 御坂山地､富士山 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 4 月

完成後のイメージ 

 

本眺望景観は、主要な眺望点から南方向を望んでおり、御坂山地及びその奥に富士山を眺望で
きる。また、山伏川沿いの桜並木及び水田を手前に視認できる。 

本事業の実施により、鉄道施設(高架橋、橋梁)は眺望されない。 
以上のことから、供用時における眺望景観に与える影響は無いと予測する。 

図 8-5-1-1(7) 主要な眺望景観の変化の予測結果 
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主要な眺望点 ふるさと公園 釜無川左岸堤防上(西方向) 

景観資源 市之瀬台地、南アルプス山系､釜無川 

現況 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

本眺望景観は、主要な眺望点から北西方向を望んでおり、市之瀬台地、南アルプス山系を眺望
できる。また、釜無川を手前に眺望できる。 

本事業の実施により、釜無川上に鉄道施設(橋梁)を眺望できるようになる。 
景観資源である釜無川と交差するが、鉄道施設(橋梁)を等径間のアーチ状とし、橋脚と桁のバ

ランスに配慮することで、景観資源との調和が図られている。なお、その他の景観資源に対する
眺望景観に変化は生じず、スカイラインの分断は無い。 

以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ
ていると予測する。 

図 8-5-1-1(8) 主要な眺望景観の変化の予測結果 
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主要な眺望点 釜無川右岸堤防上 

景観資源 御坂山地､富士山､釜無川 

現況 

撮影時期：平成 25 年 5 月

完成後のイメージ 

 本眺望景観は、主要な眺望点から南東方向を望んでおり、御坂山地及びその奥に富士山が眺望
される。また、釜無川を手前に視認できる。 

本事業の実施により、釜無川上に鉄道施設(橋梁)を眺望できるようになる。 
景観資源である釜無川と交差するが、鉄道施設(橋梁)を等径間のアーチ状とし、橋脚と桁のバ

ランスに配慮することで、景観資源との調和が図られている。なお、その他の景観資源に対する
眺望景観に変化は生じず、スカイラインの分断は無い。 

以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ
ていると予測する。 

図 8-5-1-1(9) 主要な眺望景観の変化の予測結果 
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主要な眺望点 塚原山フルーツ農場 

景観資源 御坂山地､富士山 

現況 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

本眺望景観は、主要な眺望点から東方向を望んでおり、御坂山地及びその奥に富士山を眺望で
きる。 

本事業の実施により、中央に鉄道施設(高架橋、橋梁)を眺望できるようになる。 
景観資源に対する眺望景観に変化は生じず、スカイラインの分断は無い。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わるが、眺望景観の変化の程度は小さいため、供用

時における眺望景観に与える影響は小さいと予測する。 
 

図 8-5-1-1(10) 主要な眺望景観の変化の予測結果 
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主要な眺望点 殿原スポーツ公園 

景観資源 御坂山地 

現況 

撮影時期：平成 24 年 4 月

完成後のイメージ 

本眺望景観は、主要な眺望点から北東方向を望んでおり、御坂山地を眺望できる。 
本事業の実施により、鉄道施設(高架橋、橋梁)を眺望できるようになる。 
景観資源に対する眺望景観に変化は生じず、スカイラインの分断は無い。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わるが、眺望景観の変化の程度は小さいため、供用

時における眺望景観に与える影響は小さいと予測する。 

図 8-5-1-1(11) 主要な眺望景観の変化の予測結果 
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主要な眺望点 大法師公園 

景観資源 市之瀬台地､八ヶ岳・秩父山系 

現況 

撮影時期：平成 24 年 4 月

完成後のイメージ 

本眺望景観は、主要な眺望点から北方向を望んでおり、市之瀬台地、八ヶ岳・秩父山系を眺望
できる。また、公園内の桜及び芝生を手前に視認できる。 

本事業の実施により、中央部に鉄道施設(高架橋、橋梁)を眺望できるようになる。 
景観資源に対する眺望景観に変化は生じず、スカイラインの分断は無い。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わるが、眺望景観の変化の程度は小さいため、供用

時における眺望景観に与える影響は小さいと予測する。 

図 8-5-1-1(12) 主要な眺望景観の変化の予測結果 
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主要な眺望点 ダイヤモンド富士撮影ポイント 

景観資源 富士山 

現況 

撮影時期：平成 24 年 11 月

完成後のイメージ 

本眺望景観は、主要な眺望点から南東方向を望んでおり、山並みの奥に富士山を眺望できる。
本事業の実施により、中央手前に鉄道施設(高架橋)を眺望できるようになる。 
景観資源に対する眺望景観に変化は生じず、スカイラインの分断は無い。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わるが、眺望景観の変化の程度は小さいため、供用

時における眺望景観に与える影響は小さいと予測する。 

図 8-5-1-1(13) 主要な眺望景観の変化の予測結果  



8-5-1-22 

主要な眺望点 青崖トンネル出入り口(北側) 

景観資源 早川渓谷 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 5 月

完成後のイメージ 

 

本眺望景観は、主要な眺望点から南東方向を望んでおり、早川渓谷を眺望できる。 
本事業の実施により、中央上部に鉄道施設(橋梁)を眺望できるようになる。 
景観資源である早川渓谷と交差するが、鉄道施設(橋梁)をアーチ構造とし、全体的重量感の軽

減を図ることで、景観資源との調和が図られている。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ

ていると予測する。 

図 8-5-1-1(14) 主要な眺望景観の変化の予測結果  



8-5-1-23 

日常的な視点場 安寺沢集落内 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

 

本視点場は、身近な視点場から南西方向を望んでおり、谷筋沿いに周辺の山林の斜面樹林等を
視認できる。 

本事業の実施により、中央部に鉄道施設(橋梁)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設(橋梁)は山林全体と比較して、一部のみであるため構造物による圧迫感は

小さく、周辺の地域景観に対する変化は小さい。 
以上のことから、供用時における日常的な視点場からの景観に与える影響は小さいと予測する。

図 8-5-1-2(1) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-24 

日常的な視点場 小形山集落内 

現況 

 

撮影時期：平成 25 年 7 月

完成後のイメージ 

 

本視点場は、日常的な視点場から北方向を望んでおり、谷沿いの道路及びその周囲の樹木、ま
た、その奥に、斜面の山林等を視認できる。 

本事業の実施により、道路奥に鉄道施設(保守基地)の一部や造成に伴う法面が視認できるよう
になる。視認される鉄道施設（保守基地）により、視野が開かれ、法面等に植栽を行うことで地
域景観との調和が図られる。 

以上のことから、供用時における日常的な視点場からの景観は変化するものの、地域景観に与
える影響は小さいと予測する。 

図 8-5-1-2(2) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-25 

日常的な視点場 三椚、石橋集落内 

現況 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

本視点場は、日常的な視点場から南西方向を望んでおり、坊ヶ峯、グラウンド及び住宅等を視
認できる。 

本事業の実施により、鉄道施設(高架橋)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設(高架橋)はコントラストを持つ水平線を構成することで、圧迫感の軽減や

地域景観との調和が図られている。 
以上のことから、供用時における日常的な視点場からの景観に与える影響は小さいと予測する。

図 8-5-1-2(3) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-26 

日常的な視点場 中道橋 

現況 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

 本視点場は、日常的な視点場から南西方向を望んでおり、中央自動車道及び笛吹川、住宅等が
視認できる。 

本事業の実施により、笛吹川と交差する鉄道施設(橋梁)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設(橋梁)は、側径間部も含めた径間のバランスを持たせ、コントラストを持

つ水平線を構成することで、地域景観との調和が図られている。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ

ていると予測する。 

図 8-5-1-2(4) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-27 

日常的な視点場 笛吹ライン 

現況 

撮影時期：平成 24 年 11 月

完成後のイメージ 

本視点場は、日常的な視点場から南西方向を望んでおり、中央自動車道、笛吹川及び県道 139
号を視認できる。 

本事業の実施により、県道 139 号及び笛吹川と交差する鉄道施設(橋梁)が視認できるようにな
る。 

視認される鉄道施設(橋梁)は、側径間部も含めた径間のバランスを持たせ、コントラストを持
つ水平線を構成することで、地域景観との調和が図られている。 

以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ
ていると予測する。 

図 8-5-1-2(5) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 



8-5-1-28 

日常的な視点場 小曲町集落内 

現況 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

 本視点場は、身近な視点場から南西方向を望んでおり、小曲町集落内の田園地帯、イチゴ農園
及び住宅地等を視認できる。 

本事業の実施により、鉄道施設(橋梁)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設(橋梁)は、側径間部も含めた径間のバランスを持たせ、コントラストを持

つ水平線を構成することで、地域景観との調和が図られている。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ

ていると予測する。 

図 8-5-1-2(6) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 



8-5-1-29 

日常的な視点場 平和通り 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

 

 本視点場は、日常的な視点場から北方向を望んでおり、国道 358 号を中心にその沿道の並木及
び建物等を視認できる。 

本事業の実施により、鉄道施設(橋梁)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設(橋梁)は、煩雑性の軽減を図ったディティールの工夫等により圧迫感が軽

減されている。 
以上のことから、供用時における日常的な視点場からの景観に与える影響は小さいと予測する。

図 8-5-1-2(7) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-30 

日常的な視点場 上成島区公会堂 

現況 

撮影時期：平成 25 年 5 月

完成後のイメージ 

本視点場は、日常的な視点場から南東方向を望んでおり、新山梨環状道路及び水田・畑地を視
認できる。 

本事業の実施により、水田・畑地の奥に鉄道施設(高架橋、橋梁、保守基地)が視認できるよう
になる。 

視認される鉄道施設（保守基地）については、煩雑性の軽減を図ったディティールの工夫等に
より、圧迫感が軽減され、鉄道施設(高架橋、橋梁)は全体的な重量感の軽減を図ることにより、
地域景観との調和が図られている。 

以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ
ていると予測する。 

図 8-5-1-2(8) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-31 

日常的な視点場 上三條集落内 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

 

本視点場は、日常的な視点場から北方向を望んでおり、新山梨環状道路及び水田・畑地を視認
できる。 

本事業の実施により、水田・畑地の奥に鉄道施設(高架橋)が眺望できるようになる。 
視認される鉄道施設(高架橋)は、橋脚幅や桁高の小さい新形式高架橋の適用により、圧迫感が

軽減され、構造物としての一体性の確保により、地域景観との調和が図られている。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ

ていると予測する 

図 8-5-1-2(9) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-32 

日常的な視点場 県道 3 号 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 10 月

完成後のイメージ 

 

本視点場は、日常的な視点場から北方向を望んでおり、新山梨環状道路、県道 3 号及び道路沿
いの住宅等を視認できる。 

本事業の実施により、新山梨環状道路の手前に鉄道施設(高架橋)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設(高架橋)は煩雑性の軽減を図ったディティールの工夫等により、圧迫感が

軽減されている。 
以上のことから、供用時における日常的な視点場からの景観に与える影響は小さいと予測する。

図 8-5-1-2(10) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-33 

日常的な視点場 県道 3 号(昭和通り) 

現況 

撮影時期：平成 24 年 10 月

完成後のイメージ 

 本視点場は、日常的な視点場から北方向を望んでおり、新山梨環状道路、県道 3 号(昭和通り)、
常永川河川敷及び市民体育館等を視認できる。 

本事業の実施により、県道 3 号及び常永川と交差する鉄道施設(高架橋、橋梁)が視認できるよ
うになる。 

視認される鉄道施設(高架橋、橋梁)は、コントラストをもつ水平線を構成し、高架橋と橋梁の
デザイン的統合が図られることにより、地域景観との調和が図られている。 

以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ
ていると予測する。 

図 8-5-1-2(11) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-34 

日常的な視点場 若草田園地帯 

現況 

撮影時期：平成 24 年 9 月

完成後のイメージ 

 

本視点場は、日常的な視点場から南東方向を望んでおり、田園地帯を視認できる。 
本事業の実施により、鉄道施設(高架橋、橋梁)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設(高架橋、橋梁)は、コントラストを持つ水平線を構成し、地域景観との調

和が取られている。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ

ていると予測する。 

図 8-5-1-2(12) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 



8-5-1-35 

日常的な視点場 安藤家住宅 

現況 

撮影時期：平成 24 年 10 月

完成後のイメージ 

本視点場は、日常的な視点場から北西方向を望んでおり、県指定文化財である安藤家住宅を視
認できる。 

本事業の実施により、鉄道施設(高架橋、橋梁)は視認できないことから、供用時における日常
的な視点場からの景観に影響を与える事は無いと予測する。 

図 8-5-1-2(13) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 



8-5-1-36 

日常的な視点場 田島集落内 

現況 

撮影時期：平成 24 年 11 月

完成後のイメージ 

本視点場は、日常的な視点場から北方向を望んでおり、滝沢川及び河川沿いの住宅等を視認で
きる。 

本事業の実施により、滝沢川と交差する鉄道施設(高架橋、橋梁)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設(高架橋、橋梁)は、コントラストを持つ水平線を構成し、高架橋と橋梁の

デザイン的統合を図ることで、地域景観との調和が図られている。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ

ていると予測する。 

図 8-5-1-2(14) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果  



8-5-1-37 

日常的な視点場 国道 52 号(中部横断道) 

現況 

 

撮影時期：平成 25 年 4 月

完成後のイメージ 

 

本視点場は、日常的な視点場から南方向を望んでおり、国道 52 号及び中部横断自動車道を視認
できる。 

本事業の実施により、中部横断自動車道と交差する鉄道施設(高架橋、橋梁)が視認できるよう
になる。 

視認される鉄道施設(高架橋、橋梁)は煩雑性の軽減を図ったディティールの工夫等により、圧
迫感が軽減され、橋脚と桁のバランスに配慮することで、地域景観との調和が図られている。 

以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ
ていると予測する。 

図 8-5-1-2(15) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 



8-5-1-38 

日常的な視点場 旧国道 52 号 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 11 月

完成後のイメージ 

 

本視点場は、日常的な視点場から南方向を望んでおり、旧国道 52 号及び道路沿いの住宅等を視
認できる。 

本事業の実施により、旧国道 52 号と交差する鉄道施設(橋梁)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設(橋梁)は煩雑性の軽減を図ったディティールの工夫等により、圧迫感が軽

減される。 
以上のことから、供用時における日常的な視点場からの景観に与える影響は小さいと予測する。

図 8-5-1-2(16) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-39 

日常的な視点場 荊沢集落内 

現況 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

本視点場は、日常的な視点場から南東方向を望んでおり、坪川及び河川沿いの住宅等を視認で
きる。 

本事業の実施により、坪川と交差する鉄道施設(高架橋、橋梁)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設（高架橋、橋梁）は、コントラストを持つ水平線の構成し、高架橋と橋梁

のデザイン的統合を図ることにより、地域景観との調和が図られている。 
以上のことから、現在の景観に構造物が加わり、現在の景観と調和の取れた新たな景観となっ

ていると予測する。 

図 8-5-1-2(17) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-40 

日常的な視点場 利根川公園 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 8 月

完成後のイメージ 

 

本視点場は、日常的な視点場から北東方向を望んでおり、公園内の駐車場及び体育館等を視認
できる。 

本事業の実施により、鉄道施設(高架橋、橋梁)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設（高架橋、橋梁）は等間隔に橋脚を配置し、煩雑性の軽減を図ったディテ

ィールの工夫等により、圧迫感が軽減される。 
以上のことから、供用時における日常的な視点場からの景観に与える影響は小さいと予測する。

図 8-5-1-2(18) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  



8-5-1-41 

日常的な視点場 増穂小 

現況 

 

撮影時期：平成 24 年 11 月

完成後のイメージ 

 

本視点場は、日常的な視点場から北西方向を望んでおり、旧舂米学校、増穂小学校の校門、周
辺の住宅、道路等を視認できる。 

本事業の実施により、鉄道施設(高架橋)が視認できるようになる。 
視認される鉄道施設（高架橋）は遠景となり、地域景観への変化の影響小さい。 
以上のことから、供用時における日常的な視点場からの景観に与える影響は小さいと予測する。

図 8-5-1-2(19) 日常的な視点場からの景観の変化の予測結果 

  

鉄道施設 



8-5-1-42 

 イ．環境保全措置 

本事業では、事業者により実行可能な範囲内で、鉄道施設(地表式又は掘割式、嵩上式、

駅、変電施設、保守基地)の存在による景観等に係る環境影響をできる限り回避又は低減す

ることを目的として、表 8-5-1-9 に示す環境保全措置を実施する。 

 

表 8-5-1-9 環境保全措置（鉄道施設の存在に係る景観） 

環境保全措置 実施の適否 適否の理由 

工事に伴う改変
区域をできる限
り小さくする 

適 
工事計画において改変区域をできる限り小さくすることで、景観等への
影響を回避、低減できることから、環境保全措置として採用する。 

構造物の形状の
配慮 

適 
構造物の形状への配慮は、周辺の自然、農村、市街地景観との調和を図
ることで、景観等への影響を低減できることから、環境保全措置として
採用する。 

 

 ウ．事後調査 

採用した予測手法は、その予測精度に係る知見が蓄積されていると判断でき予測の不確

実性の程度が小さいこと、また採用した環境保全措置についても効果に係る知見が蓄積さ

れていると判断できることから、環境影響評価法に基づく事後調査は実施しない。 

 

 エ．評価 

  ｱ) 評価の手法 

評価項目 評価手法 

・鉄道施設の存在に係
る景観への影響 

 

・回避又は低減に係る評価 
事業者により実行可能な範囲で回避又は低減がなされているか見解を明
らかにすることにより行った。 

 

  ｲ) 評価結果 

  a) 回避又は低減に係る評価 

景観等への変化の程度はわずかであり、景観等の価値を大きく損なうものではないが、

「工事に伴う改変区域をできる限り小さくする」「構造物の形状の配慮」の環境保全措置

を実施することとした。事業者の実行可能な範囲で環境影響を回避又は低減が図られてい

ると評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 


